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文 明 21　No. 31
「語学力向上」を挙げる者が、それぞれ多かった。
　このような集計結果に基づいて、「国際フィールドワーク」の魅力を拡大するためには、
次のような方法が考えられる。
⑴　 単なる旅行とは異なる「国際フィールドワーク」が進路開拓に結びつくことに関する
理解の醸成
・海外調査を経験することが、異文化を理解し、異文化を背景とする人々とのより良いコ
ミュニケーションを築くための訓練となって、学生の将来の職業と有機的に結びつくこと
を理解させる。
・「国際フィールドワーク」における海外調査によって、実践的な語学力向上が見られ、
外国人とのコミュニケーション機会が増大し、またそれらを促す絶好の機会になることを
理解させる。とくに、長期留学には期間的な面で躊躇が高い一方で語学力向上に強い意欲
をもつ女性学生に対して、こうした理解の醸成を図ることは、「国際フィールドワーク」
の魅力化にとって重要である。
・「国際フィールドワーク」が、海外での生活を実際に体験する機会でもあって、将来の
海外生活のための助走となることを理解させる。
・とくに「国際フィールドワーク」が多く展開されているアジア各国について、現在の日
本経済との強い関係性を学生に理解させ、現地調査を通じてアジアの生の姿に触れ、現地
を理解することが自己の将来の進路を切り拓くことに明確に結びつくことを理解させる。
⑵　「国際フィールドワーク」科目自体の魅力拡大
・大学補助金等の存在により、15日間の海外渡航・滞在としては、かなり低い経済的負
担で済むことを宣伝する。
・第２外国語としての履修者が多く、さらに激増しているフランスについて、「国際フィー
ルドワーク」を立ち上げる。なお、フランスとは逆に、第２外国語としての履修者がきわ
めて限定されてタイについては、①国際コミュニケーション学部内のタイ語履修者を増加
させる、②タイ語を履修していない学生が大部分になっても調査が実施できる体制を構築
し周知する、の二つの可能性が挙げられるが、後者については海外現地調査を体感させる
ための「国際フィールドワーク」において妥協が困難であり、当面は前者を目指すべきで
あろう。
　このような魅力拡大によって、より多くの国際コミュニケーション学部生が「国際
フィールドワーク」に参加するようになり、海外の実際を肌で感じながら対象地域を理解
する技術を身につけ、卒業後に海外との懸け橋となって活躍されることを祈念するもので
39
愛知大学国際コミュニケーション学部生の海外経験と海外活動希望
ある。
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